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４月当初の予定 

１０日（月）半日ダイヤ  離任式・着任式・始業式    １３日（木）水曜ダイヤ  給食開始 
１１日（火）半日ダイヤ  入学式                  １４日（金）水曜ダイヤ  発育測定（高） 
１２日（水）半日ダイヤ                           
 

＜春休み中の緊急連絡先＞ 

急用等の場合で学校に電話が繋がらない時は、下記まで連絡をお

願いします。 

 代表    ０９０－7350－8517    

 

     

 

穏やかな天候に恵まれ、３月１０日（金）に高等部、１６日（木）に
小中学部の卒業証書授与式を執り行いました。おごそかな雰囲気
のなか、これまでの学校生活の思い出を胸に、堂々と証書を受け取
る卒業生の立派な姿がみられました。在校生は、「送辞」や「はげま
しの言葉」を通して、お祝いの気持ちをしっかりと届けました。素敵な
先輩の姿を見て、憧れを抱き、新たな目標やなりたい自分の姿を見
つけてくれると思います。 

ご卒業おめでとうございます 

 
4月のような暖かさの中、10日に高等部、16日に小学部・中学部の卒業証書授与式を執り行い、高

等部 13名、小学部 12名、中学部 16名の卒業生が立派に巣立っていきました。今年度の高等部の卒業

式には高等部の在校生も会場に入り、来賓も多数ご臨席いただくことができました。全員が卒業証書を

しっかりとその手で受け取っていく颯爽とした姿には、自信と希望が満ち溢れていました。この 3年間

は、本当に制約だらけの学校生活でしたが、その中だからこそ感じたこと、気が付いたことなどがあっ

たと思います。少ししんどいなと思ったこともあるでしょう。迷いや悩みも多々あったと思いますが、

それを思い出、宝物にして今後もたくましく生きていってくれることを祈っています。 

 

さて本日、令和４年度修了式を迎えました。                  

この約 3年間の新型コロナウイルス感染症対策のため、日々の授業や毎年楽しみにして 

いる行事などの教育活動は、多くの制約のなかで行ってまいりました。そのような中に 

あっても、子どもたちは本当にたくましく日常生活を送り、成長してきました。                    

わかることやできることが増えていくにしたがって、自信に満ちたまなざしで物事に向かう姿へと変

化していきました。そしてその自信が、友達、仲間へのやさしさや思いやりのある行動へ・・・とつな

がっていくという姿も見せていました。「他者への思いやり」のある行動は、こうしなさいと教えられて

できるようになるのではなく、周囲の大人に温かく見守られている環境があり実感していること、お手

本となる行動を見たり自分が受けたりした経験がたくさんあることにより、できるようになっていくの

ではないかと思います。そしてそれは、じっくりと時間をかけて、自然な振る舞いになっていくもので

す。コロナ禍で人間関係が希薄になったとよく心配されていますが、2月 3月の子どもたちの楽しそう

な様子から、上記のような「そだち」を感じました。これは、もちろん御家庭や地域の皆様の御協力の

賜物です。 

どうぞこれからも温かい御支援を賜りますようお願い申し上げます。 

今年度も本当にお世話になり、ありがとうございました。 


